
質
問　

昭
島
都
市
計
画
中
神
土

地
区
画
整
理
事
業
は
、
昭
和
39

年
の
事
業
認
可
か
ら
55
年
以
上

が
経
過
し
た
。
そ
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
中
神
駅
北
側
の
地
域

は
大
き
く
発
展
し
、
功
績
は
大

き
い
と
考
え
る
。
①
事
業
が
長

期
に
わ
た
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
考

え
は
。
②
平
成
21
年

度
か
ら
30
年
度
ま
で

の
間
の
駅
前
ブ
ロ
ッ

ク
の
事
業
に
つ
い
て
、

10
年
間
の
実
績
は
。
③
第
二
工

区
、
第
三
工
区
に
お
け
る
下
水

道
の
整
備
完
了
に
よ
り
、
地
域

の
環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

平
成
11
年
か
ら
15
年
ま
で
の
下

水
道
の
整
備
状
況
は
。
④
第
二

工
区
の
駅
前
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い

て
、
事
業
の
進
捗
状
況
と
完
了

予
定
時
期
は
。
⑤
第
二
工
区
の

北
ブ
ロ
ッ
ク
と
西
ブ
ロ
ッ
ク
に

つ
い
て
、
早
期
に
仮
換
地
を
行

い
、
事
業
を
同
時
に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
所
見
は
。
⑥
第

三
工
区
に
つ
い
て
、
今
後
の
考

え
は
。

答
弁　

①
社
会
状
況
の
大
き
な

変
化
に
鑑
み
、
着
実
な
事
業
の

進
捗
と
あ
わ
せ
て
、
長
期
化
し

て
い
る
本
事
業
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
②
富
士
見
公
園
や
昭
島

都
市
計
画
道
路
３
・
５
・
４
号
、

15
路
線
の
区
画
道
路
の
整
備
を

行
っ
た
。
ま
た
、
建
物
移
転
は

41
件
で
あ
っ
た
。
③
平
成
８
年

度
に
両
工
区
約
64
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
下
水
道
整
備
事
業
に
着
手
し
、

15
年
４
月
に
供
用
開
始
に
至
っ

た
。
④
区
画
道
路
の
整
備
率
は

96
％
、
移
転
を
必
要
と
す
る
建

物
移
転
率
は
92.2
％
で
あ
り
、
令

和
４
年
度
末
の
完
了
を
目
途
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
⑤
地
権
者

等
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
地
権
者
等
で

組
織
す
る
調
査
会
等

に
諮
り
、
事
業
の
進

め
方
を
定
め
て
い
き

た
い
。
⑥
事
業
の
早

期
完
了
を
図
る
た
め
、
第
二
工

区
と
同
時
期
に
第
三
工
区
の
事

業
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

質
問　

病
児
・
病
後
児
保
育
に

関
し
て
、
①
国
か
ら
の
補
助
金

が
利
用
人
数
に
応
じ
て
変
わ
る

た
め
、
利
用
率
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
必
須
の
課
題
で
あ
る
。

既
に
設
置
済
み
の
隔
離
室
を
活

用
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

罹
患
児
受
入
れ
、
対
象
年
齢
の

引
上
げ
等
の
拡
充
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。
②
市
外

利
用
者
の
受
入
れ
で

利
用
率
の
向
上
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
広

域
連
携
を
進
め
る
考

え
は
。

答
弁

①
安
定
的
な

運
営
を
目
指
し
な
が
ら
、
事
業

の
進
捗
を
見
極
め
る
中
で
、
順

次
検
討
し
て
い
き
た
い
。
②
ま

ず
は
市
の
保
育
施
設
等
に
通
っ

て
い
る
児
童
の
受
入
れ
の
安
定

的
実
施
に
注
力
し
、
先
行
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

多
胎
児
支
援
を
必
要
と

す
る
保
護
者
は
増
え
て
い
る
。

単
胎
児
に
比
べ
、
育
児
の
過
酷

さ
と
負
担
は
計
り
知
れ
な
い
。

都
の
令
和
２
年
度
予
算
に
計
上

さ
れ
た
「
と
う
き
ょ
う
マ
マ
パ

パ
応
援
事
業
」
の
多
胎
児
支
援

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
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詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
今
後
明
ら
か
と
さ
れ

る
事
業
内
容
な
ど
を
精
査
す
る

中
で
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
可
能
と
な
る
の
か
、
ま
た
効

果
的
で
効
率
的
な
も
の
と
な
る

の
か
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

学
童
ク
ラ
ブ
で
は
待
機

児
童
が
発
生
し
て
い
る
。
放
課

後
子
ど
も
教
室
が
午
後
５
時
ま

で
利
用
で
き
れ
ば
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
放
課
後
子

ど
も
教
室
と
学
童
ク

ラ
ブ
の
一
体
的
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
べ
き
で
は
。

答
弁　

学
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
踏
ま
え
つ
つ
、
更
な
る
一

体
的
運
用
に
つ
い
て
は
、
先
行

し
て
実
施
を
し
て
い
る
自
治
体

の
事
例
等
を
参
考
に
研
究
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

みんなを待ってるよ
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け
る
保
険
料
や
一
般
会
計
繰
入

金
、
歳
出
に
お
け
る
広
域
連
合

納
付
金
な
ど
、
必
要
な
経
費
の

適
切
な
計
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
医
療
費
適
正
化

事
業
の
推
進
を
図
る
中
に
お
い

て
も
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
維

持
・
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
を

願
い
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

山
本

　
一
彦

　
議
員

令
和
２
年
度
は
保
険
料
を
見

直
す
時
期
で
あ
り
、
東
京
都
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
保

険
料
増
加
抑
制
対
策
を
継
続
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
結
果
、

均
等
割
額
の
引
上
げ
を
年
額
で

800
円
と
低
く
抑
え
る
と
と
も
に
、

所
得
割
率
で
は
、
0.08
ポ
イ
ン
ト

の
引
下
げ
が
可
能
と
な
っ
た
。

予
算
編
成
で
は
、
歳
入
に
お

　６

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

75
歳
と
い
う
年
齢
で
高
齢
者
を

線
引
き
し
て
別
の
医
療
制
度
に

強
制
的
に
加
入
さ
せ
、
高
齢
者

の
医
療
切
り
捨
て
を
狙
っ
た
も

の
で
あ
り
、
厳
し
い
批
判
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
０
、
２
０
２
１
年
度

の
保
険
料
の
所
得
割
率
は
0.08
ポ

イ
ン
ト
引
き
下
が
っ
た
が
、
均 

等
割
額
は
800
円
の
値
上
げ
と
な

り
、
平
均
保
険
料
額
は
10
万
円

の
大
台
を
超
え
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
、
保
険
料
の

負
担
抑
制
に
活
用
で
き
る
財
政

安
定
化
基
金
の
約
212
億
円
を
活

用
し
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
は

許
す
こ
と
が
で
き
ず
、
本
予
算

に
反
対
す
る
。

反
対

質
問　

多
摩
川
沿
い
の
道
路
で

国
道
16
号
と
交
わ
る
多
摩
辺
通

り
は
、
自
動
車
や
ト
ラ
ッ
ク
が

多
く
、
信
号
機
が
少
な
い
た
め

ス
ピ
ー
ド
も
出
て
い
る
。
歩
行

者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
①
道

路
北
側
の
用
水
路
を
暗
渠
に
し

て
拡
幅
し
、
南
側
に

新
た
に
歩
道
を
設
置

し
て
は
。
②
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
に
つ
い

て
、
民
間
事
業
者
か

ら
の
協
力
を
仰
ぎ
、

地
域
住
民
も
交
え
た
協
議
の
場

を
用
意
す
る
考
え
は
。
ま
た
、

警
察
と
も
協
議
・
検
討
す
べ
き
。

答
弁　

①
道
路
北
側
の
住
民
へ

の
影
響
や
道
路
に
曲
線
部
が
生

じ
る
こ
と
で
の
事
故
の
発
生
な

ど
か
ら
困
難
性
が
あ
る
。
②
民

間
事
業
者
に
、
出
入
り
す
る
車

両
等
の
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

遵
守
の
徹
底
を
引
き
続
き
要
請

し
、
住
民
参
加
の
協
議
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可

能
か
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、

昭
島
警
察
署
と
路
面
表
示
の
再

設
置
や
取
り
締
ま
り
強
化
に
つ

い
て
協
議
し
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

不
育
症
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
①
市
独
自
の
要
件
で

検
査
治
療
助
成
制
度
を
立
ち
上

げ
る
べ
き
。
②
対
象
者
へ
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
考
え
は
。

答
弁　

①
不
妊
治
療
に
対
す
る

支
援
の
枠
組
み
で
対
応
が
可
能

と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
可
能
か
総
合
的

な
検
討
を
進
め
て
い
く
。
②
助

産
師
相
談
や
妊
娠
S
O
S
相
談

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
相
談
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援

に
努
め
て
い
く
。

質
問　

医
療
費
控
除

申
請
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
申
請
時
の

明
細
書
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類
を
国
民
健
康
保

険
加
入
者
に
送
付
し
て
は
。

答
弁　

シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
な

改
修
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

次
期
シ
ス
テ
ム
の
更
新
の
際
に
、

e

-

T
a
x
へ
の
対
応
な
ど
も

視
野
に
入
れ
、
市
民
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
機
能

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

災
害
対
策
の
充
実
に
つ

い
て
、
①
避
難
所
運
営
キ
ッ
ト

を
小
中
学
校
体
育
館
に
常
備
し
、

防
災
訓
練
等
で
活
用
し
、
災
害

に
備
え
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
今
後

の
対
応
は
。
②
断
水

時
で
も
使
え
る
液
体

ミ
ル
ク
と
、
使
い
捨

て
哺
乳
瓶
を
備
蓄
す

べ
き
。
③
女
性
の
た
め
の
防
災

対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
。

答
弁　

①
他
市
の
活
用
状
況
等

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
不
足
し
て

い
る
配
備
品
を
補
っ
て
い
く
。

②
令
和
２
年
度
か
ら
粉
ミ
ル
ク

に
加
え
、
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄

し
て
い
く
。
哺
乳
瓶
は
ガ
ラ
ス

製
の
も
の
を
備
蓄
し
て
い
る
た

め
、
消
毒
液
を
併
せ
て
備
蓄
し

て
い
く
。
③
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
充
実
を
図
る
中
で
、
女
性
目

線
の
内
容
を
盛
り
込
む
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

質
問　

つ
つ
じ
が
丘
周
辺
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
、
①
市
道
北

146
号
、
147
号
、
148
号
の
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
が
経
年
劣
化
で
錆
び
て

い
る
。
早
期
に
補
修
す
べ
き
。

②
市
道
北
146
号
の
歩
道
整
備
を
。

③
児
童
・
生
徒
や
地
域
住
民
の

安
全
確
保
の
た
め
、
瑞
雲
中
学

校
交
差
点
へ
の
歩
車
分
離
式
信

号
機
の
早
期
設
置
を
。
④
市
道

北
101
号
の
地
下
通
路
の
防
犯
灯

を
L
E
D
化
し
、
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
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①
様
々
な
検
証
を
踏
ま

え
、
改
修
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
に
基
づ
き
、
安
全
面
に
配

慮
し
た
路
面
改
修
を
検
討
し
て

い
く
。
③
昭
島
警
察
署
と
協
議
、

調
整
し
て
き
た
が
、
設
置
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
引

き
続
き
協
議
、
調
整

し
て
い
く
。
④
照
明

の
L
E
D
化
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い

て
は
、
補
助
金
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

心
身
障
害
者
の
暮
ら
し

の
支
援
の
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
費
助
成
事
業
の
拡
充
を
。

答
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拡
充
に
向
け
た
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

5
面
下
段
よ
り

み
の
毎
週
収
集
の
実
現
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
検
討
を
願
う
。

以
上
、
「
昭
島
大
好
き
」
ら

し
さ
に
あ
ふ
れ
る
内
容
で
あ
る

と
高
く
評
価
し
、
本
予
算
に
賛

成
す
る
。

ま
た
、
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス

の
開
館
や
A
バ
ス
の
増
車
と
ル

ー
ト
見
直
し
は
住
み
続
け
た
い

昭
島
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
ま
ち
ゼ
ミ
の
補
助

や
創
業
支
援
に
よ
り
、
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
注
視
し
、

１
店
舗
も
、
１
事
業
所
も
見
逃

さ
ず
に
支
援
す
る
こ
と
を
願
い
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

令
和
昭
島
の
会

八
田

　
一
彦

　
議
員

風
水
害
対
策
の
点
で
は
、
災

害
対
策
用
蓄
電
池
の
購
入
な
ど

に
よ
り
災
害
対
策
の
強
化
が
行

わ
れ
て
お
り
、
環
境
と
の
共
生

の
点
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
-1

（
マ
イ
ナ
ス
イ
チ
）
運
動
な
ど

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

公
明
党
昭
島
市
議
団 

吉
野 

智
之  

議
員

公
明
党
昭
島
市
議
団 

松
原 

亜
希
子 

議
員

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

住
ん
で
み
た
い・住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

災
害
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

無

会

派 

南
雲 

隆
志  

議
員

無

会

派 

ゆ
ざ 

ま
さ
子 

議
員

昭
島
都
市
計
画
中
神
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

働
く
子
育
て
世
代
が

住
み
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て


